家庭礼拝　2011年4月13日　コリント第Ⅰ　10章
　賛美歌299　移り行く世にも　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌467　われらを導く
起
９章では、パウロは、イエスキリストとの直接的な出会いによって、イエスキリストを直接知る力によって、私は福音のためならば何でもする、と言いました。それは相手がどんな人でもその人と同じようになって、同じ目線で福音を伝えると言うことでした。その話の発端は、8章の偶像にささげられた食物がきっかけで、9章でキリスト者の権利と自由と言うことが話されました。そして10章に入って、その話は発展方向に行くのかなと思うと、また、偶像礼拝や、そこに捧げられた肉の話が出てきます。これは8章のときの話です。8章では盛んに、偶像に供えられた肉についての話がなされました。コリントの信徒の中には、異教の神などはいない、ただ一人の神様しかいないのだ。だから偶像などは何の意味もない。そこに供えられた肉も食べてもなんら差し支えないのだ。それを恐れる人たちは信仰がないのだと、高ぶっていたわけです。なぜこの話が、8章から9章を飛んで10章にまでやってきたのでしょうか。実は、パウロの頭の中では、ずっと、この偶像にささげられた肉の問題が続いており、9章でその自由の問題を話している間に、自分たちの権利の話に脱線してしまったものと思われます。ですから、また元に戻って、10章で、コリントの人々のこの考えに対する思い高ぶりを諌めようとしているのです。それだけこの偶像に関することは大切な問題だったわけです。
自分たちが正しいと思い始めた人たちは、謙遜でいることがなかなか難しいのです。自分たちを正しいと思い始めた人たちは、自信過剰になって、落とし穴に落ち込むまで気づかないことのほうが多いのです。そして私たちの人生はこの繰り返しです。このときのコリントのクリスチャンの抱いていた自信過剰に関してバークレーはこのように表現しています。
彼らの考えはこうであった。｢われわれは洗礼を受け、したがってキリストとひとつになっている。われわれは聖餐にあずかり、したがってキリストの体と血にあずかっている。われわれはキリストの中にあり、キリストはわれわれの中に居られる。だから、われわれは全く安全なのだ。偶像にささげられた肉を食べても、われわれには何の害にもならないし、いかなる危険もありえない。｣

ここには、何の間違いも見出せません。何も間違っていないのです。ですが、何かカルト集団の信仰に通じるような危うさを感じます。それは、自分たちだけが救われているのだ、正しいのだ、もう大丈夫なのだと思い込んでいる人達に共通の危うさです。何か危険な誘惑に落ち込んでしまいそうな危うさです。宗教に熱心なものが陥りがちな危うさです。それは、何よりも自分の周りが見えなくなってしまうと言うことではないでしょうか。自分たちの正しさだけを見上げて、回りを理解する力を失ってしまう、危うさではないでしょうか。ですから、パウロは謙遜であることを説き、たとえ自分が正しいと思っても、その正しいことをすることが、いつでもよいこととは限らない。たとえ自分が自由だとしても、その自由を用いるのがいつでもよいことだとは限らないと、コリントの人々を戒めているのです。それは、その正しさ、その自由を用いるとき隣人の躓きとならないように用いなさい。何よりも愛を優先しなさいと言うことだったわけです。私たちが、自分たちと違った考えを持つ人々に対しても、愛を優先して行うとき、その危うさから守られるのではないでしょうか。独りよがりの暴走から守られるのではないでしょうか。
承

　このコリント10章を読んでいて、不思議な言葉の並びに気が付かれたでしょうか。1節から4節までは、話の主体が、皆という言葉でくくられています。皆、何々をした、または皆が、何々をしたと書かれており、皆の共通のことが書かれています。そして、7節から10節では、彼らの中のあるものが、とか、彼らの中には何何した。と書かれており、今度は皆ではなく、一部の人々の行為について書かれています。そしてそれぞれのまとまりの後には、6節と11節ですが、これらのことは私たちを戒める前例として起こったのです。と書かれています。かなり意識的に対比させた、構文が作られていることがわかります。
それでは、皆でくくられたまとまりに、何が書かれているのかと言うと、先祖たちは皆、雲の下におり、海を通り抜け、モーゼに属するものとなる洗礼を受けた。そして、皆、同じ霊的な飲み物を飲んだ。と書かれています。このことの暗示することは、今の私たちも通じる、皆、イエスキリストの洗礼を受け、イエスキリストの聖餐に預かっている、と言うことです。ですがその結果はというと、5節です。
１コリ 10:5　しかし、彼らの大部分は神の御心に適わず、荒れ野で滅ぼされてしまいました。
大部分のものが滅ぼされてしまったのです。どうしてでしょうか。私たちも皆洗礼を受け、聖餐を受けていても、大部分のものが滅ぼされてしまうのでしょうか。6節ではこういっています。
１コリ 10:6　これらの出来事は、わたしたちを戒める前例として起こったのです。彼らが悪をむさぼったように、わたしたちが悪をむさぼることのないために。
ユダヤ人の先祖の例えは、彼らが、洗礼を受け、霊の飲み物を飲んでいたのにもかかわらず、悪をむさぼったためであり、そのために滅ぼされたと言うのです。そしてこの例えは、私たちを戒める前例として起こったというのです。私たちも、悪をむさぼって滅びることのないようにするためだと言っているのです。洗礼を受け、聖餐を受けていても悪をむさぼっては滅びに至ると言う戒めなのです。

　そして、次には、彼らのある者がしたようにしてはいけない、と、その禁則事項を並べます。それは、4つありました。
①偶像を礼拝してはいけない。②みだらなことをしないようにしよう。③キリストを試みないようにしよう。④不平を言ってはいけない。ということです。彼らのあるもの、すなわち一部は、これをしたために滅ぼされたと言うのです。みなが同じように洗礼を受け、同じように聖餐を受けたのに、一部の人々は、悪をむさぼって死んでしまったと言うことなのです。みなが同じように救われたわけではないのです。パウロはそれを、私たちを戒める前例として起こったのだから、この前例に学んで、間違ったことをしてはならない。決して自分たちはもう大丈夫だと思って悪をむさぼってはならない、と諌めたわけです。そしてこう言いました。11節と12節です。
１コリ 10:11　これらのことは前例として彼らに起こったのです。それが書き伝えられているのは、時の終わりに直面しているわたしたちに警告するためなのです。
１コリ 10:12　だから、立っていると思う者は、倒れないように気をつけるがよい。
パウロが言ったその事は、今の、私たちのような平和な時代に生きる人の感覚で言ったわけではありません。パウロの感覚は、今まさに、自分たちが時の終わりに直面しており、裁きの前に立とうとしている緊迫感の中で言われているのです。その裁きの中で、みんな同じように洗礼を受け、聖餐を受けていても、自分たちは大丈夫だと思い込んでいるその思いが、悪をむさぼって死んでしまった人々と同じであるといっているのです。だから立っていると思うもの、すなわち、自分たちは正しい、大丈夫だ、救われると思っている人たちは、主によって裁かれ、倒れないように気を付けなさい、と警告しているのです。もうすぐそこに終末の裁きがやってくるのだから、気を引き締めて注意しなさいと言っているのです。私たちもまた、もう大丈夫だと思わず、気を引き締める必要があるのです。
転

　そして、パウロはコリントの人々にこれからどうしたらよいのか、その方法を言います。その心構えを言います。それは13節と14節です。
１コリ 10:13　あなたがたを襲った試練で、人間として耐えられないようなものはなかったはずです。神は真実な方です。あなたがたを耐えられないような試練に遭わせることはなさらず、試練と共に、それに耐えられるよう、逃れる道をも備えていてくださいます。
１コリ 10:14　わたしの愛する人たち、こういうわけですから、偶像礼拝を避けなさい。
この有名な言葉が語られました。この13節の言葉にどれだけ多くの人が勇気付けられ、励まされて、その試練に立ち向かうことができたでしょうか。私もまた、このみ言葉に励まされた一人です。もう耐えられないと思うような試練の中で、私たちはこのみ言葉を思い起こすのです。あなた方を襲った試練で、人間として耐えられないようなものはなかったはずです。と言う、このみ言葉を思い起こすとき、そうだ耐えられなかったことはなかったはずだ、と思い、神様は耐えられるように逃れる道をも供えてくださるのだと信じて、その試練に耐えてきたと思うのです。ですが、その耐える目的は、偶像礼拝を避けなさい、ということだったのです。
　この有名な言葉を何度も思い浮かべてきた私ですが、この言葉が偶像礼拝を避けなさいと言う関連の中で語られていることはあまり意識したことはありませんでした。偶像礼拝がそれだけ試練なのでしょうか。多くの人々が滅んだと言うことからすれば、試練は試練ですが、ちょっとしっくり来ない面もあります。実は、この試練と言う言葉は誘惑と言う言葉と同じなのだそうです。その時々の状況で、試練と訳され、誘惑と訳されているわけです。ですから、ここでの試練と言うのは、偶像礼拝の誘惑と言ってもいいのです。苦しみの中にある試練と言うよりも、誘惑の中にある試練で、その誘惑に負けないように、偶像礼拝を避けなさいと言っているのです。それは終末のときを迎えて、心と体を清める準備のときを、大切にしなさいといっているのです。。

　パウロは、偶像に捧げられた肉には何の意味のないことを話した後、また、キリスト者の自由について語りだします。パウロは、この手紙で、正しいことはこれである、しかし何をやっても良い訳ではないと言って、キリスト者の自由のことを繰り返し述べているのです。23節と24節です。
１コリ 10:23　「すべてのことが許されている。」しかし、すべてのことが益になるわけではない。「すべてのことが許されている。」しかし、すべてのことがわたしたちを造り上げるわけではない。
１コリ 10:24　だれでも、自分の利益ではなく他人の利益を追い求めなさい。
パウロにとって、正しさも、自由も、自分自分を作り上げ、自分の利益にもなるが、それがすべてではない。むしろ大切なのは、他人の利益のために行うことにあるといっているようです。

偶像の問題に関して言えば、食べるにしても飲むにしても自由ではあるが、そのことが、相手の良心をつまずかせないように気を配りなさい。その人のために、その自由を制限しなさいと言っています。その制限は愛から出るものであり、何をするにしても、神の栄光のためにしなさいというのがパウロの結論となります。すなわち何をするにしても、自分のためにではなく、神の栄光のために行うことが一番大切だということになります。例え私たちが自分が自由なものであることがわかっていたとしても、その自由によって、私たち自身が人を惑わす原因になってはいけないからです。
　そしてパウロは、この勧めを人に進めるだけではなく、自分自身も行っていることだといってこのように言います。33節と11章1節です。

１コリ 10:33　わたしも、人々を救うために、自分の益ではなく多くの人の益を求めて、すべての点ですべての人を喜ばそうとしているのですから。
１コリ 11:1　わたしがキリストに倣う者であるように、あなたがたもこのわたしに倣う者となりなさい。

パウロは、私に倣うものになりなさいと言いました。パウロがやっているようにやりなさいと言いました。パウロは言うだけではなく行う人でもありました。ですから、このように言えました。パウロは正しい知恵によって自由ではありましたが、その自由を自分のためにではなく、多くの人々の救いのために用いました。そして何をするにしても、神の栄光のために行ってきました。あなた方も私に倣うものとなりなさいと言う、力強い言葉は、何をするにしても神の栄光のために行ってきたものでなければいえないことです。パウロはそれをイエスきりストから学んだのです。パウロ自信がイエスキリストに倣うものとなり、すべてを神の栄光のために行い、そして私たちにパウロに倣うものとなりなさいと薦めているのです。
結

コリントの人々の信仰の高ぶりとは、自分たちは救われているのだ。自分たちは自由なのだ。何をしてもよいのだ。自分たちは救われているのだから、もう大丈夫だ、安心だ。と思ってしまうことなのです。一面ではとても信仰的であり、このような信仰を奨励し、みんなで、礼拝の中で、私たちは救われていると叫ぶような信仰もあるわけです。ですが、パウロはこのような信仰にたいして、その熱を冷ますように、立っていると思うものは倒れないように気をつけるがよい、と警告するのです。それはモーセに率いられた人々もそうではなかったのか、大部分のものが滅ぼされてしまったのではないかと、その前例を引いて警告するのです。このことが起こったのは、自分は救われていると思ってしまう心の油断が引き起こす罪悪です。ですから、私たちが例え、信仰によって救われ、自由になったとしても、愛によっていつも他の人を省みることを忘れず、そのためには自由をも制限し、すべてのことを神の栄光のためにするということを目指していかなければならないのです。正しさが、私たちを守っているのではなく、愛が私たちを守っていることになるのです。
(一分間の祈り)

(祈り)

私たちを正しい道へと導いてくださいます、天の父なる神様。御名をあがめ賛美いたします。私たちは、あなたに与えられた救いや、知恵によって有頂天になり、すぐに自分は正しい、自分はもう安全だと思い込んでしまいます。ですがここに落とし穴がありました。私たちが謙遜に、そして、愛によって隣人を省みることがなければ、いつしかその良きものが私たち自身の落とし穴となってしまいます。パウロは何事にも神の栄光のためにしなさいと言いましたが、私たちの行動がそのようになされているのかをいつも振り返り、パウロに習って、歩んでいくものとなることができますように導いてください。
　東日本大震災も、復旧、復興の時期へとさしかかかりましたが、いまだに大きな余震は続き、原発の終息はその見通しが立っておりません。いろいろな人々が、実際に体を張って頑張っておりますが、どうかこれらのことが、よい方向へと改善されますように。日本中が、がんばれ、がんばろうと叫んでいますが、いつまでもそれだけで続けられるものではありません。神様、どうかあなたが私たち一人ひとりの魂を導いてくださり、用いてくださいますように。よき働きができますように。

　被災者のためにお祈りいたします。どうかその心の傷が癒され、平安が与えられますように。どうか不自由な生活から、一日も早く抜け出すことができますように。仕事を求める人々に、必要な仕事が与えられますように。これらの上に、あなたが共にいてくださいますように。

　この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆偶像への礼拝に対する警告
１コリ 10:1　兄弟たち、次のことはぜひ知っておいてほしい。わたしたちの先祖は皆、雲の下におり、皆、海を通り抜け、
１コリ 10:2　皆、雲の中、海の中で、モーセに属するものとなる洗礼を授けられ、
１コリ 10:3　皆、同じ霊的な食物を食べ、
１コリ 10:4　皆が同じ霊的な飲み物を飲みました。彼らが飲んだのは、自分たちに離れずについて来た霊的な岩からでしたが、この岩こそキリストだったのです。
１コリ 10:5　しかし、彼らの大部分は神の御心に適わず、荒れ野で滅ぼされてしまいました。
１コリ 10:6　これらの出来事は、わたしたちを戒める前例として起こったのです。彼らが悪をむさぼったように、わたしたちが悪をむさぼることのないために。
１コリ 10:7　彼らの中のある者がしたように、偶像を礼拝してはいけない。「民は座って飲み食いし、立って踊り狂った」と書いてあります。
１コリ 10:8　彼らの中のある者がしたように、みだらなことをしないようにしよう。みだらなことをした者は、一日で二万三千人倒れて死にました。
１コリ 10:9　また、彼らの中のある者がしたように、キリストを試みないようにしよう。試みた者は、蛇にかまれて滅びました。
１コリ 10:10　彼らの中には不平を言う者がいたが、あなたがたはそのように不平を言ってはいけない。不平を言った者は、滅ぼす者に滅ぼされました。
１コリ 10:11　これらのことは前例として彼らに起こったのです。それが書き伝えられているのは、時の終わりに直面しているわたしたちに警告するためなのです。
１コリ 10:12　だから、立っていると思う者は、倒れないように気をつけるがよい。
１コリ 10:13　あなたがたを襲った試練で、人間として耐えられないようなものはなかったはずです。神は真実な方です。あなたがたを耐えられないような試練に遭わせることはなさらず、試練と共に、それに耐えられるよう、逃れる道をも備えていてくださいます。
１コリ 10:14　わたしの愛する人たち、こういうわけですから、偶像礼拝を避けなさい。
１コリ 10:15　わたしはあなたがたを分別ある者と考えて話します。わたしの言うことを自分で判断しなさい。
１コリ 10:16　わたしたちが神を賛美する賛美の杯は、キリストの血にあずかることではないか。わたしたちが裂くパンは、キリストの体にあずかることではないか。
１コリ 10:17　パンは一つだから、わたしたちは大勢でも一つの体です。皆が一つのパンを分けて食べるからです。
１コリ 10:18　肉によるイスラエルの人々のことを考えてみなさい。供え物を食べる人は、それが供えてあった祭壇とかかわる者になるのではありませんか。
１コリ 10:19　わたしは何を言おうとしているのか。偶像に供えられた肉が何か意味を持つということでしょうか。それとも、偶像が何か意味を持つということでしょうか。
１コリ 10:20　いや、わたしが言おうとしているのは、偶像に献げる供え物は、神ではなく悪霊に献げている、という点なのです。わたしは、あなたがたに悪霊の仲間になってほしくありません。
１コリ 10:21　主の杯と悪霊の杯の両方を飲むことはできないし、主の食卓と悪霊の食卓の両方に着くことはできません。
１コリ 10:22　それとも、主にねたみを起こさせるつもりなのですか。わたしたちは、主より強い者でしょうか。
◆すべてを神の栄光のために
１コリ 10:23　「すべてのことが許されている。」しかし、すべてのことが益になるわけではない。「すべてのことが許されている。」しかし、すべてのことがわたしたちを造り上げるわけではない。
１コリ 10:24　だれでも、自分の利益ではなく他人の利益を追い求めなさい。
１コリ 10:25　市場で売っているものは、良心の問題としていちいち詮索せず、何でも食べなさい。
１コリ 10:26　「地とそこに満ちているものは、主のもの」だからです。
１コリ 10:27　あなたがたが、信仰を持っていない人から招待され、それに応じる場合、自分の前に出されるものは、良心の問題としていちいち詮索せず、何でも食べなさい。
１コリ 10:28　しかし、もしだれかがあなたがたに、「これは偶像に供えられた肉です」と言うなら、その人のため、また、良心のために食べてはいけません。
１コリ 10:29　わたしがこの場合、「良心」と言うのは、自分の良心ではなく、そのように言う他人の良心のことです。どうしてわたしの自由が、他人の良心によって左右されることがありましょう。
１コリ 10:30　わたしが感謝して食べているのに、そのわたしが感謝しているものについて、なぜ悪口を言われるわけがあるのです。
１コリ 10:31　だから、あなたがたは食べるにしろ飲むにしろ、何をするにしても、すべて神の栄光を現すためにしなさい。
１コリ 10:32　ユダヤ人にも、ギリシア人にも、神の教会にも、あなたがたは人を惑わす原因にならないようにしなさい。
１コリ 10:33　わたしも、人々を救うために、自分の益ではなく多くの人の益を求めて、すべての点ですべての人を喜ばそうとしているのですから。
１コリ 11:1　わたしがキリストに倣う者であるように、あなたがたもこのわたしに倣う者となりなさい。
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